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                   茨城大学人文学部社会科学科 3 年 野上敦司 

コンセプト 

 体験活動を通して常陸大宮市の魅力をさがす 

 川を中心としたまちづくりの提案を行う 

 

1.紙漉き体験 

   

和紙作りを通して、常陸大宮市に古く

から伝わる歴史・文化的魅力を発見 

2.そば打ち体験 

   

そば打ち体験では WAC・地域住民の

方々と交流し、地域との関係の重要性

を確認 

常陸大宮市独自の特性を活かし、市民が中心となったまちづくりの提案 

問題発生！ 

 総合計画とアクションプラ

ンの間に相違 

→ 総合計画に含まれている物

質主義的性格の政策は行

政・市場の意思が強く反映さ

れてしまう可能性があり、市

民主体でなれなくなる 

対策 

 憩い・コミュニティの場として

川を利用 

→ 行政・市場と対等な市民の共同

体を形成するための手段とし

て利用可能 

         

行政 市場 

市民 


